
■県民の皆様へ  

　私たちの郷土神奈川には、開港・開国以来、日本の近代化をリー

ドしてきた先進性と素晴らしい技術力があります。また、国際性

豊かな横浜や川崎、古都・鎌倉、城下町・小田原、国際観光地・箱

根などをはじめとする多くの魅力的な都市があります。さらには、

丹沢大山の山並みや湘南海岸の美しいなぎさなど豊かな自然

にも恵まれています。そして何より、県民やＮＰＯ、企業の皆さ

んの活力と情熱があふれています。 

　一方、神奈川を取り巻く社会環境は今、さまざまな分野で大き

く変わりつつあります。少子化や高齢化の進行、人口減少社会

の到来、産業構造の転換や働き方の多様化、環境問題の新たな

展開、子どもや青少年をめぐる問題の深刻化など、取り組むべ

き課題が山積しています。 

　こうした課題を解決し、神奈川の明るい確かな未来を築くた

めには、神奈川の持つ多彩な力「神奈川力」を一層高め、生かし

ていくことが必要です。そして、新しい時代を切り拓く「先進力」

と、県民やＮＰＯ、企業など多様な主体と行政とが力を合わせて

地域を支える「協働力」によって、神奈川の新たな時代を創造し

ていくことができると確信しています。 

　県では、こうした考え方を基に、新たな総合計画について、県

民や市町村の皆様のご意見を伺いながら、総合計画審議会でご

審議をいただき策定作業を進めてまいりました。そして、本年6

月の県議会定例会でご議決をいただきまして、「神奈川力構想・

基本構想」を策定いたしました。 

　この「基本構想」では、県民の皆様一人ひとりが生き生きと、

心豊かにくらすことのできる確かな地域社会の実現を目指して、

概ね２０年後の２０２５（平成３７）年を展望した神奈川の望ましい

将来像や政策の基本方向をお示ししています。 

　併せて、「基本構想」で掲げた政策の基本方向に基づき、   

２００７（平成１９）年度から２０１０（平成２２）年度までの4年間に県

が取り組む主要な施策・事業と、特に重点的、優先的に取り組む

３８の戦略プロジェクトを明らかにした「神奈川力構想・実施計画」

を策定いたしました。 

　時代の流れが大きく転換する中で、県民やＮＰＯ、企業の皆さ

ん、市町村の方々と力を合わせて「神奈川力」を全開させ、活力

ある神奈川、暮らしやすい神奈川をつくり上げてまいります。 

　今後とも、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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神奈川力構想・概要版 

神奈川力構想の推進に当たって 

ご意見等は、次のいずれかの方法でお寄せください 

　「神奈川力構想・基本構想」及び「神奈川力構想・実施計画」の策定に当たっては、
県民の皆さんから多くのご意見・ご提案をいただき、取りまとめました。 
　今後も、毎年度、戦略プロジェクトの目標の達成状況や事業の進捗状況などについて、
評価を行ったうえで、「白書」として取りまとめ、県民の皆さんの意見をいただくなど、
県民参加のプロセスを重視した計画の推進を図ります。 
　この冊子をご覧いただいて、ご意見などをお寄せいただければ幸いです。 

� 手紙で　　　　　〒２３１-８５８８　神奈川県企画部政策課（所在地は省略できます） 

� ファクシミリで　　０４５－２１０－８８１９ 

� インターネットで　http://www.pref.kanagawa.jp/sosiki/kikaku/０１０２/index.html

　ご意見等は、計画の推進に当たっての参考にさせていただきます。また、その反映状況は、毎年度の
「白書」へのご意見とあわせて、公表します。 
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